


〈目的〉 

精神発達遅滞児(以下 MR と略)の早期発見療育をはかるため、MR の発見と関係の深い病歴

、発達歴、理学所見、神経学的所見の特徴を知ること。さらにこれらの成果を応用して、

乳児健診の現場で使用できる早期診断法を確立する。 


